一般財団法人　フソウ技術開発振興基金　事務局行
フソウ技術開発振興基金　助成申請書（注）字数制限、様式を遵守。欠格の可能性があります。
	申　請　者

	フリガナ
氏　名
	
	生年月日

	所属機関
	所在地
	〒


	
	機関名・所属
	

	
	役職名
	

	電話番号
	
	E-mail
	

	研　究　内　容

	研究課題名
	

	研究概要
	公開用研究概要を300字程度でご記入ください。(申請書作成時、本指示文は削除してください)












	
	氏名
	所属・役職名
	役割分担

	研究組織
	




	
	

	研究経費概算
（単位：千円）
	総額(助成希望額)
	設備備品費
	旅費交通費
	その他経費

	
	
	
	
	

	
	※下記、総額に対する各費目上限の範囲内で計上してください。
設備備品費：90%以下, 旅費交通費：35%以下, その他経費：30%以下

	研究の特性および社会実装にむけた展望

	1 現在の技術成熟度、②定量的インパクト、③外部期待値、④端緒論文をご記入ください。　　　　　　　　　　　　　（注）本項目は１枚を超えないこと。

	①現在の技術成熟度　（1つのみ選択可：[ ]内に「◯」をご記入ください）
[〇] 基礎研究：理論構築や基礎データの収集段階
[　] 原理実証：実験室レベルで技術の有効性が確認できている段階
[　] 試作・プロトタイプ：実用化に近い形態での試作・シミュレーション段階
[　] 実証試験：実際の現場やそれに準ずる環境でのテスト・データ取得段階
[　] 実用化・普及：すでに製品化されている、または特定の現場で導入が始まっている段階
補足説明(80字以内、２行以内)
研究の具体的な内容と進捗状況、研究進展のための課題等を簡潔に記載する。
・・・(申請書作成時、本指示文は削除してください)

	2 定量的インパクト(社会・市場への定量的波及効果の試算：裨益と展開性)
CO2、コスト、汚濁、エネルギー等の節減率、量等と裨益人口、市場規模等の内一つの計数を記載。
算出根拠および展開への展望（100字以内、３行以内）：
上記定量的な計数を算出した根拠の説明。本研究の成果により、〇〇におけるCO2削減量が△△となり、年間□□トンの削減が図れる。
・・・(申請書作成時、本指示文、例文は削除してください)

	3 外部期待値：外部連携状況および社会・市場からの期待値（複数回答可）
​[　] 共同研究：企業・自治体・他研究機関等と協力体制がある、または協議段階である
[〇] 実証フィールド：技術を検証するための施設・フィールドを確保または概ね了解
[　] 知財状況：本研究に関連する特許を準備中、出願・取得済みである
[〇] 具体的需要：導入検討先やユーザーからの要望・ニーズを確認している
体制・期待値に関する補足説明（100字以内、３行以内）：
〇〇市、〇〇環境団体から「・・・」に関する具体的な要望があり、フィールドの提供の感触を得ている、など字数制限の範囲内で記内容を記載。
・・・(申請書作成時、本指示文、例文は削除してください)

	4 端緒論文：研究の基盤となる主要実績
​本申請課題の着想、端緒となった代表的な査読付き論文または特許を1件明示。
当該実績と本申請課題の関連性（100字以内、３行以内）：
端緒論文における〇〇という原理を、本申請の△△の手法を活用することで汚濁削減の可能性が強く示唆されており、□□まで発展させることができる。
・・・(申請書作成時、本指示文、例文は削除してください)

	研　究　内　容

	①研究背景、②研究目的、③実用化との関連、④社会的･学術的波及効果などをご記入下さい。

	※文字サイズは10.5ポイント、行間は1行とし、ページ数は増やさないでください。(申請書作成時、本指示文は削除してください)

































	研　究　実　施　計　画

	①研究期間と計画、②方法、③研究組織における役割分担、④資金計画などをご記入下さい。

	※文字サイズは10.5ポイント、行間は1行とし、ページ数は増やさないでください。(申請書作成時、本指示文は削除してください)

































	研　究　業　績

	本研究に関連する学術論文、特許 (出願中も含む)、受賞歴、他機関からの助成状況等をご記入下さい。(学術論文と他機関からの助成状況は直近5年間の実績に限る。)

	※文字サイズは10.5ポイント、行間は1行とし、ページ数は増やさないでください。(申請書作成時、本指示文は削除してください)
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